
皆さんは、「無財の七施」という言葉を知っていますか？　これは『雑宝蔵経』というお経の中
で説かれている言葉だそうです。そもそも「施」とは、いまそれを必要とする人のために心を込
めて捧げること。決してそれは、金銭的なことを意味するわけではありません。捧げる財がなくと
も私たちにできる施しがある。それが無財の七施です。以下に記します。

一　眼施（げんせ）　優しいまなざしで人に接する
二　和顔悦色施（わげんえつじきせ）　にこやかな顔で接する
三　言辞施（ごんじせ）　優しい言葉で接する
四　身施（しんせ）　自分の身体でできることを奉仕する
五　心施（しんせ）　他のために心をくばる
六　床座施（しょうざせ）　席や場所を譲る
七　房舎施（ぼうしゃせ）　雨風がしのげるように自分の家を提供し、来訪者を温かく迎え入れる

Aさんが余命の宣告を受けたのは、昨年の６月。
激しい痛みとその治まらない症状にイラつきと不安を感じるAさんに、スタッフはいつも温か
い眼差しと笑顔と声掛けを、施してくれました。
訪問看護の看護師さんから足のマッサージの方法をホームのスタッフが懸命に学び、痛みが
ひどいときは夜中でもマッサージを施してくれました。『「時間がなくて、そんな余裕はない」と
他の施設では聞き入れてもらえなかったが、ここのスタッフは熱心で優しい』とその看護師さん
が感心されていました。
日に日に体調が悪くなっていくなか、自分たちが見ていない時の様子はどうなっているのか？
関係するスタッフが集まってお互いの情報交換と共有を行いました。翌日、あるスタッフさんに
会議のお礼を言うと、「皆の考えが知れてとてもよかったです」と涙ぐみながらお返事を頂きま
した。自分たちが進むべく方向を手探りながらAさんのために懸命に考えてくれていました。ま
た或る時は、通所のスタッフがAさんに付き添って泊りをしていると、うとうととしている彼に対
して、外国人のスタッフが「交代しましょうか？」と真夜中に優しく声掛けをしてくれたそうです。
痛みが激しく夜中に一睡もできずにいたAさん。それでも大好きな作業を一日たりとも休みま
せんでした。看護師がいつでも受け入れて医務室で休憩できたことも、彼の心の安定に重要な
役割を果たしていたのだと思います。紙面には書き尽くせない程に、スタッフが頑張ってAさん
を看取ってくれました。
文字通り「無財の七施」をAさんの支援を通して実践してくれたスタッフに改めて敬意を表すと
ともに、今後の法人運営においてもこの施しの気持ちを忘れずに努力して参ります。

今年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。そして改めて、Aさんのご冥福をお祈り申し上げま
す。
最後にこの紙面をお借りして、私たちを支えてくれた訪問のドクターや看護師さん　ケアマネ
さん、その他の関係者の皆様にも心より感謝を申し上げます。
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理事長　浅井  伊知人
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今年の年末法人内研修は「事例研究発表会」と題して、各部門で1年間の中で学んだり、研究してみた
り、感じたことを発表する機会として実施しました。
初めての取り組みの中でどうなるかと思いましたが、日中部門は「知的障害者の高齢化と機能低下につ
いて」、居住部門は「個別のニーズに合わせた余暇企画について」、相談支援は「相談支援の業務につい
て」とそれぞれが自分たちのテーマをしっかりと考えて取り組んだ内容を、わかりやすく表現して伝えくれ
ました。とてもいい事例研究発表会となりました。
どれもとても大事な内容で、共通していたことは本人が自らの意思で行動すること、またそれをどう引
き出していくかということ(やはり意思決定支援)だ
と思いました。昨年末も意思決定支援について深
める機会も持ちましたが、少しずつ職員の皆さん
が、本人の意思を尊重してどう引き出していくかを
考えてくれていることが伝わってきます。
この意識を大切に、令和8年はさらにメンバーの
意思決定を深めていける、そんな1年にしたいと
思います。
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〒630-0222　奈良県生駒壱分町356-2　社会法人いこま福祉会
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今年度、工房結で老朽化して軸が曲がってしまっている撹拌機1台と紙漉きの木枠を入れ替えるため、
関西ミルクロードの会1円基金に応募し助成していただきました。
関西ミルクロードの会は、牛乳パックを集めて再利用につなげていく活動を促進されており、牛乳パッ
クを再生して作った「おかえりティッシュ」「ただいまロール」を販売しています。私たちもこの団体の会員
として牛乳パックを回収し提供する活動に参加してきました。
今回はこの助成をいただいたことによって、紙漉きのネタとなる材料を今までよりも早く作ることがで
きるようになり、メンバーの活動にも広がりができて、大変ありがたく思っております。
総会にお礼のご挨拶として参加させていただ
き、メンバーから直接紙漉きの工程や製品の紹介
もさせてもらい、会員の皆様から温かい拍手をい
ただきました。
引き続き、牛乳パック回収、紙漉き活動に一生懸
命取り組んでいきたいと思います。

����������������
�

�
	��


